
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
、
組
織

が
欠
損
状
態
や
機
能
障
害
や

機
能
不
全
に
陥
っ
た
場
合

に
、
失
わ
れ
た
機
能
を
再
生

す
る
た
め
に
、
細
胞
や
組
織

を
移
植
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
臓
器
や
組
織
機
能
を

再
建
す
る
医
療
技
術
を
総
合

し
て｢

再
生
医
療｣

と
呼
ん

で
お
り
、
こ
こ
で
の
主
役
は

｢

幹
細
胞｣

で
あ
る
。
体
性

幹
細
胞(

造
血
幹
細
胞
や
神

経
幹
細
胞
な
ど
の
各
臓
器
や

ム
医
療｣

で
あ
り
、慶
應
も
医

師
、薬
剤
師
、看
護
師
等
が
一

体
と
な
っ
て
治
療
を
行
え
る

診
療
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

慶
應
で
は
幸
い
に
も
薬
学
部

と
看
護
医
療
学
部
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
学

生
の
段
階
か
ら
チ
ー
ム
医
療

を
進
め
る
た
め
の
教
育
体

制
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
、
３
学
部
合
同
の
講
義
が

１
年
生
と
最
高
学
年
を
対
象

に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

最
終
的
に
、
信
濃
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
医
学
部
創
設
以

来
慶
應
医
学
が
進
め
て
き
た

基
礎
医
学
と
臨
床
医
学
の
融

合
に
加
え
、
予
防
医
学
が
加

わ
り
、
更
に
は
医
学
部
と
薬

学
部
、
看
護
医
療
学
部
、
理

工
学
部
が
一
体
と
な
っ
て
の

学
生
教
育
と
基
礎
・
臨
床
研

究
、
そ
し
て
高
度
先
進
医
療

を
提
供
す
る
大
学
病
院
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
こ
れ
ぞ
、
世
界
に
向
か

っ
て
誇
れ
る
慶
應
医
学
の
構

築
で
あ
り
、
優
れ
た
臨
床
医

が
慶
應
か
ら
多
数
育
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
以
上
が『

慶
應
医
学
ー

次
の
百
年
に
向
け
て』

の
信

濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
将
来
構
想

の
概
要
で
す
。

今
年
、
慶
應
義
塾
は
創
立

１
５
４
年
を
、
そ
し
て
医
学

部
で
は
95
年
目
を
迎
え
、
創

立
１
０
０
年
ま
で
残
す
と
こ

ろ
５
年
と
な
り
ま
し
た
。
信

濃
町
で
は
今
年
４
月
に
３
号

館
南
棟
が
竣
工
し
、
８
月
か

ら
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー(

３

Ｆ)

や
腫
瘍
・
免
疫
統
括
セ

ン
タ
ー(

４
Ｆ)

、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
セ

ン
タ
ー(

２
Ｆ)

、
そ
し
て
病

棟(

５
・
６
Ｆ)

が
全
面
稼
働

致
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
ま

で
に
は
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
し
た
が
、
教
職
員

の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
、
ほ

ぼ
予
定
通
り
に
運
営
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
先
ず
は
、

こ
こ
ま
で
ご
尽
力
頂
い
た
関

係
者
各
位
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

し
か
し
、
医

学
部
に
と
っ
て

は
何
と
言
っ
て

も
２
０
１
７
年

の
創
立
１
０
０

年
に
向
け
て
の

新
病
院
棟
建
設

が
最
大
目
標
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
新
病

院
棟
建
設
を
契
機
に｢

世
界

に
冠
た
る
大
学
病
院｣

の
構

築
を
目
指
し
、
昨
年
か
ら

塾
、
信
濃
町
が
一
体
と
な
っ

て
本
格
的
協
議
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
塾

に
と
っ
て
も
、
資
金
調
達
を

含
め
極
め
て
大
き
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
、
信
濃
町
で

も
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
が

多
々
あ
り
ま
す
。
先
ず
は
、

医
学
部
・
病
院
が
一
体
と
な

っ
て
旧
態
依
然
と
し
た
構
造

・
体
制
の
見
直
し
を
進
め
る

と
同
時
に
、
塾
よ
り
以
前
か

ら
強
く
求
め
ら
れ
て
き
た
財

政
改
善
へ
の
取
り
組
み
で

す
。
信
濃
町
で
は
、｢

病
院

の
経
営
改
革
な
く
し
て
世
界

に
冠
た
る
大
学
病
院
の
実
現

な
し｣

の
意
気
込
み
で
、
医

学
部
と
病
院
の
教
職
員
が
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。そ

の
努
力
の
結
果
、
信
濃

町
の
収
支
は
大
き
く
改
善

し
、
こ
こ
３
年
の
帰
属
収
支

は
黒
字
化
し
て
お
り
ま
す
。

10
年
前
と
比
べ
、
何
と
40
〜

45
億
円
も
の
大
幅
な
帰
属
収

支
改
善
が
成
さ
れ
ま
し
た
。

未
だ
に
塾
財
政
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
新
病
院

棟
建
設
計
画
は
こ
の
収
支
改

善
に
よ
り
、
よ
う
や
く
実
現

化
の
運
び
と
な
り
、
基
本
構

想
、
基
本
計
画
が
ほ
ぼ
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
大
学
病
院

経
営
ボ
ー
ド
会
議
で
は
、
今

年
８
月
末
に
臨
時
会
議
を
招

集
し
、
協
議
の
結
果
、
基
本

計
画
案
を
承
認
致
し
ま
し

た
。
病
院
建
設
の
た
め
の
２

号
基
本
金
組
み
入
れ
は
既
に

平
成
22
年
度
に
承
認
さ
れ
、

こ
の
時
点
で
基
本
的
に
塾
と

し
て
新
病
院
棟

建
設
は
承
認
し

た
こ
と
に
な
っ

て
は
い
ま
す

が
、
前
述
の
経

営
ボ
ー
ド
会
議

後
、
今
年
９
月

の
塾
理
事
会
と

評
議
員
会
で

｢

医
学
部
創
立

１
０
０
年
記
念

―
新
病
院
棟
建

設
事
業
―
募
金

趣
意
書｣

の
稟

議
が
協
議
さ

れ
、
正
式
に
新

病
院
棟
建
設
計

画
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
募
金

総
額
は
１
０
０

億
円
、
募
金
期

間
は
平
成
25
年

１
月
よ
り
平
成

29
年
３
月
末

で
、
募
金
委
員

会
の
委
員
長
に

は
塾
評
議
員
会

議
長
の
西
室
泰

三
氏
が
就
任
致

し
ま
す

(

図

１)

。全塾
を
あ
げ

て
の
募
金
活
動
が
来
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
是
非

と
も
三
四
会
の
皆
様
に
は
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。
義
塾

創
立
１
５
０
年
記
念
事
業

で
、
多
く
の
ご
寄
付
を
頂

き
、
加
え
て
こ
の
度
の
重
ね

て
の
ご
寄
付
の
お
願
い
と
な

り
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ

て
は
お
り
ま
す
が
、
１
０
０

億
円
の
寄
付
無
く
し
て
は
到

底
新
病
院
棟
建
設
は
実
現
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
正
式
に
新

病
院
棟
建
設
が
は
っ
き
り
し

な
か
っ
た
た
め
、
ご
寄
付
を

躊
躇
し
て
い
た
先
生
方
も
多

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
度
、
新
病
院
建
設
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
ど
う
か

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
た
先

生
方
の
ご
芳
名
は
、｢

芳
名

録｣

に
記
し
、
末
永
く
慶
應

義
塾
の
歴
史
に
留
め
さ
せ
て

頂
く
と
共
に
、
一
定
以
上
の

ご
寄
付
を
頂
い
た
先
生
方
に

は
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

銘
板
を
作
成
し
、
ご
芳
名
を

掲
げ
さ
せ
て
頂
く
予
定
で

す
。
加
え
て
、
出
来
れ
ば
新

病
院
棟
内
に
も
何
ら
か
の
施

設
を
設
置
し
、
ご
利
用
頂
け

る
よ
う
な
方
向
も
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
義
塾
１
５
０
年

記
念
事
業
で
は
、
三
四
会
の

先
生
方
か
ら
13
億
円
弱
の
ご

寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
こ
の
13
億
円

は
全
塾
で
の
１
５
０
年
記
念

事
業
総
予
算
の
一
部
と
な
り

ま
す
が
、塾
の
配
慮
に
よ
り
、

こ
の
ご
寄
付
は
全
て
新
病
院

棟
建
設
費
に
廻
し
て
頂
く
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
新
病
院
棟
の
総
予
算

は
３
０
０
億
円
を
予
定
し
て

お
り
、
塾
法
人
か
ら
１
４
０

億
円
、
寄
付
で
１
０
０
億

円
、
そ
し
て
今
年
度
か
ら
２

０
１
７
年
度
ま
で
の
６
年
間

の
病
院
収
入
で
60
億
円
を
積

み
立
て
、
２
０
１
７
年
度
末

ま
で
に
竣
工
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

新
病
院
棟
建
設
は
、
１
期

と
２
期
に
分
け
実
施
す
る
予

定
で
す
。
建
設
場
所
は
、
昨

年
の
３
・
11
東
日
本
大
震
災

の
影
響
と
現
在
の
患
者
さ
ん

の
安
全
を
最
優
先
す
る
た

め
、
旧
棟
の
耐
震
補
強
を
行

う
こ
と
に
な
り
、
当
初
予
定

し
て
い
た
１
号
棟
・
２
号
棟

跡
地
か
ら
６
号
棟
・
７
号
棟

・
中
央
棟
北
部
分
跡
地
へ
と

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
先

ず
、
空
床
と
な
っ
て
い
る
１

号
棟
・
２
号
棟
に
耐
震
補
強

＋
病
棟
改
修
工
事
を
行
い
、

そ
こ
に
６
号
棟
・
７
号
棟
機

能
を
移
転
し
た
後
に
、
１
期

・
２
期
工
事
が
進
め
ら
れ
ま

す
。世

界
に
冠
た
る
慶
應
大
学

病
院
、
総
合
医
学
府
を
目
指

し
、
そ
の
名
に
相
応
し
い
病

院
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
所

存
で
す
が
、
先
ず
は
１
期
工

事
と
し
て
６
号
棟
跡
地
に
放

射
線
画
像
診
断
部
門
・
放
射

線
治
療
部
門
・
血
管
造
影
／

内
視
鏡
部
門
・
周
産
期
部
門

を
対
象
と
し
て
建
設
を
行
い

ま
す
。
そ
の
後
に
７
号
棟
・

中
央
棟
北
部
分
・
放
射
線
診

断
部
門
の
建
物
を
解
体
し
、

そ
の
跡
地
に
２
期
工
事
と
し

て
病
棟
部
門(

約
８
０
０
床

を
予
定)

・
外
来
部
門

(

現

在
あ
る
２
号
館
外
来
の
５
分

の
４
程
度
を
移
転
予
定)

・

手
術
室

(

30
室
を
予
定)

・

各
種
検
査
部
門
な
ど
を
入
れ

た
新
病
院
棟
を
建
設
致
し
ま

す
。最

終
的
に
、
中
央
棟
・
１

号
棟
・
２
号
棟
・
６
号
棟
・

７
号
棟
な
ど
の
旧
棟
は
全
て

解
体
さ
れ
、
正
面
に
は
２
号

館(

従
来
の
新
棟)

と
新
病

院
棟(

１
号
館)

を
連
絡
す

る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
作
っ
て

完
成
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
病
院
正
面
に
は
広
く

駐
車
場
も
確
保
さ
れ
ま
す
。

最
終
的
な
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
事
業
完
成
予
想
図
を
こ
こ

に
示
し
て
お
き
ま
す

(

図

２
、
３)

。

新
た
な
慶
應
大
学
病
院
の

基
本
理
念
・
構
想
は
、
①
全

て
の
医
療
チ
ー
ム
が
結
集

し
、
国
民
の
健
康
増
進
と
疾

患
制
圧
に
貢
献
す
る
ク
ラ
ス

タ
ー
診
療
の
実
現
、
②
世
界

最
先
端
の
基
礎
臨
床
一
体
型

医
学
の
展
開
に
よ
る
国
際
医

療
拠
点
の
創
設
、
③
災
害
に

強
い
都
市
型
地
域
医
療
の
推

進
、
そ
し
て
④
医
看
薬
の
連

携
に
よ
る
世
界
を
先
導
す
る

医
療
人
の
育
成
、
の
４
つ
で

す(

図
４)

。

具
体
的
に
は
、
患
者
さ
ん

中
心
の
医
療
提
供(

チ
ー
ム

医
療
、
高
齢
者
に
優
し
い
環

境
・
医
療
な
ど)

、
カ
ル
テ

を
含
め
た
全
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る

業
務
効
率
化
、
診
療
ク
ラ
ス

タ
ー
構
想
実
現
、
外
来
診
療

体
制
整
備
、
最
先
端
医
療
開

発
と
実
用
化
、
再
生
医
療
・

が
ん
診
療
等
の
拠
点
形
成
、

低
侵
襲
手
術
推
進
、
手
術
室

・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
／
Ｈ
Ｃ
Ｕ
機
能
拡

充
、
臨
床
研
究
・
臨
床
治
験

の
推
進
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
新
病
院
棟
を
基
盤

に
世
界
と
戦
え
る
優
れ
た
国

際
的
若
手
臨
床
医
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

中
で
も
、
今
後
の
向
か
う

べ
き
医
療
は
前
述
し
た｢

患

者
さ
ん
を
中
心
と
し
た
チ
ー

組
織
に
存
在
す
る
幹
細
胞)

や
多
能
性
幹
細
胞(

Ｅ
Ｓ
細

胞
と
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
含
み
、

内
胚
葉
、
中
胚
葉
、
外
胚
葉

の
３
胚
葉
へ
の
分
化
能(

＝

多
能
性)

を
有
す
る
幹
細
胞)

を
含
む
幹
細
胞
の
基
礎
研
究

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
臨
床
応

用
と
し
て
の
再
生
医
療
を
巡

る
状
況
が
激
変
し
つ
つ
あ

る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、

２
０
０
６
年
９
月
よ
り
厚
生

労
働
省｢

ヒ
ト
幹
細
胞
を
用

い
る
臨
床
研
究
指
針｣

が
施

行
さ
れ
て
い
る
。
同
指
針
で

は
、
同
指
針
で
は
、
生
命
倫

理
学
的
な
議
論
の
た
め
、
胎

児
細
胞
や
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
用
い

た
再
生
医
療
は
対
象
外
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
２

０
０
７
年
に
は
京
大
の
山

中
伸
弥
教
授
ら
に
よ
り
ヒ

ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
が
開
発

さ
れ
、
国
外
で
Ｅ
Ｓ
細
胞

(

米
国G

eron

社
、Advanced

Cell
Technology

社)

を
含

む
幹
細
胞
を
用
い
た
再
生
医

療
の
臨
床
研
究
が
開
始
さ
れ

た
と
い
う
一
連
の
状
況
を
鑑

み
て
、
同
指
針
の
改
正
に
関

す
る
議
論
が
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
２
０
１
０
年

６
月
30
日
、
厚
生
労
働
省

｢

ヒ
ト
幹
細
胞
を
用
い
る
臨

床
研
究
指
針｣

の
改
正
が
委

員
会
で
決
議
さ
れ
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
を
用
い
た
臨
床
研
究

が
、
自
家
・
他
家
を
問
わ

ず
、
こ
の
指
針
の
対
象
と
な

り
、
我
が
国
の
再
生
医
療
の

今
後
の
進
展
に
と
っ
て
、
大

き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

は
、
文
部
科
学
省
の
再
生
医

療
の
実
現
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
体
制
の
中
核
組
織
で
あ
る

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
４
拠
点

(

京
大
、慶
大
、
東
大
、
理
化

学
研
究
所
の
４
拠
点)

の
一

翼
を
担
い
、
我
が
国
の
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
研
究
を
牽
引
し
て
き

た
。
慶
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究

拠
点
で
は
、
筆
者
が
拠
点
長

を
務
め
、
中
枢
神
経
系(

特

に
脊
髄
損
傷)

(

中
村
雅
也

(

整)

、
筆
者
・
岡
野(

生))

、

血
液
系(

須
田
年
生(

発
生

・
分
化))

、
心
臓
・
循
環
器

系(

福
田
恵
一(

内))

、
感

覚
器(

榛
村
重
人(

眼))

な
ど
の
特
定
の
臓
器
の
再
生

医
療
の
研
究
を
担
当
す
る
グ

ル
ー
プ
と
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に

関
す
る
技
術
的platform

を

担
当
す
る
グ
ル
ー
プ(

松
崎

有
未

(

生)

、
金
村
米
博

(

国
立
病
院
機
構
大
阪
医
療

セ
ン
タ
ー)

、
伊
藤
豊
志
雄

(

実
中
研)

、
岡
野
、
福
田)

、

知
財
担
当
の
グ
ル
ー
プ(

羽

鳥
賢
一(

知
財
部
・
理
工
学

部))

が
有
機
的
に
協
調
で

き
る
強
力
な
チ
ー
ム
を
形
成

し
、
こ
れ
ま
で
に
３
１
４
編

の
学
術
論
文
を
発
表
し
、
31

の
特
許
出
願
、
38
疾
患(

１

０
９
症
例)

の
疾
患
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
の
樹
立
を
行
い
、
８
疾

患
、
11
症
例
、
30
株
の
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
株
を
公
的
バ
ン
ク
に

deposit

し
て
お
り
、
こ
の

一
連
の
成
果
は
審
査
会
で
も

非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
は
、
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
を

主
体
と
し
て
、｢

幹
細
胞
医

学
の
た
め
の
教
育
・
研
究
拠

点｣
(

文
部
科
学
省
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム)

と
い
う
教
育
・
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
走
っ
て
お
り
、
ま
さ

に
基
礎
・
臨
床
一
体
型
の
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
幹
細
胞
研

究
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
慶

應
医
学
に
お
い
て
幹
細
胞
研

究
は
基
礎
、
臨
床
と
も
に
確

実
に
浸
透
し
、
質
・
量
と
も

に
世
界
に
冠
た
る
幹
細
胞
研

究
拠
点
に
成
長
し
つ
つ
あ
る

と
い
え
よ
う
。
事
実
、
本
年

６
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た

第
10
回
の
国
際
幹
細
胞
学
会

(
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｒ)

で
の
講
演

筆
頭
著
者
数
の
所
属
機
関
別

順
位
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

数
、
口
頭
発
表
数
と
も
に
慶

應
義
塾
大
学
は
、
堂
々
の
世

界
二
位
と
な
っ
て
い
る(
図

参
照)

。
ま
た
、
家
田
真
樹

く
ん
、
佐
藤
俊
朗
く
ん
な
ど

の
優
秀
な
慶
應
義
塾
出
身
の

若
手
研
究
者
が
、
幹
細
胞
研

究
領
域
に
お
い
て
、
留
学
先

で
非
常
にim

pact

の
高
い
業

績
を
挙
げ
、
帰
国
後
独
立
し

た
研
究
グ
ル
ー
プ
を
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
の
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
で
立
ち
上
げ
て
い
る

事
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
医

学
研
究
は
、
再
生
医
療
と
疾

患
モ
デ
ル
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究

に
大
別
で
き
る
。
後
者
は
、

製
薬
企
業
を
含
め
、
世
界
中

で
厳
し
い
競
争
と
な
っ
て
い

る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
我

が
国
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
特
に
、

episom
al

ベ
ク
タ
ー
、
セ
ン

ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
、
修
飾
し
た

Ｒ
Ｎ
Ａ
な
ど
を
用
い
た
、
ゲ

ノ
ム
に
外
来
遺
伝
子
の
挿
入

に
な
い
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
樹
立

方
法
が
開
発
さ
れ
、
京
都
大

学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
セ
ン
タ

ー(

Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ)

は
現
在
、

臨
床
用
の
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

の
ス
ト
ッ
ク
の
準
備
に
向
け

邁
進
し
て
お
り
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
を
用
い
た
再
生
医
療
の
臨

床
研
究
の
現
実
感
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。
当
初
の
臨
床
研

究
の
対
象
疾
患
と
し
て
は
、

前
臨
床
研
究
の
進
行
度
な
ど

か
ら
、
網
膜
色
素
変
性
症
、

脊
髄
損
傷
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
心
筋
梗
塞
な
ど
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
用
い
た
細
胞
治
療
の
臨
床

研
究
を
実
際
に
始
め
る
に

は
、
臨
床
研
究
に
用
い
ら
れ

る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
樹
立
・
分

配
に
お
い
て
、
原
材
料(

ド

ナ
ー
情
報
、
細
胞
・
組
織
、

生
物
由
来
原
材
料
な
ど
の
そ

の
他
の
原
材
料)

、
調
整
行

程
、
品
質
管
理
、
投
与
方

法
、
有
害
事
象
へ
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
の
要
件
が
詳
細

に
論
じ
ら
れ
始
め
て
い
る
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
慶
應
義

塾
大
学
で
は
、
文
部
科
学
省

と
厚
生
労
働
省
の
共
同
事
業

で
あ
る
再
生
医
療
実
現
化
の

ハ
イ
ウ
ェ
イ
事
業
に
複
数
の

グ
ル
ー
プ
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を

用
い
た
臨
床
研
究
を
目
指
し

た
テ
ー
マ
で
採
択
さ
れ
て
お

り
、
我
々
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
が
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用

い
た
再
生
医
療
の"FIRST

in
H
um
an"

に
大
き
く
貢
献

す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
っ
て

い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
ロ
リ

ン
ス
カ
研
究
所
は
８
日
、
12

年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
を
、
京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研
究
所
長
の
山
中
伸
弥
教
授

(

50
歳)

ら
に
授
与
す
る
る

と
発
表
し
た
。
同
じ
時
代
に

同
じ
研
究
に
携
わ
る
者
と
し

て
非
常
に
誇
り
に
思
う
。

▽
ｉ
Ｐ
Ｓ
研
究
は
、
現
在
、

日
本
の
４
拠
点
と
し
て
、
京

都
大
の
ほ
か
、東
京
大
、理
化

学
研
究
所
、
そ
し
て
我
が
慶

應
大
に
て
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
慶
應
で
は
、
岡
野
栄

之
先
生
を
中
心
に
、
神
経
細

胞
か
ら
、
生
殖
細
胞
ま
で
様

々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
研
究
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
福
田

恵
一
教
授
が
心
臓
、
榛
村
重

人
準
教
授
が
角
膜
の
再
生
医

療
と
、
い
ず
れ
も
多
く
の
患

者
が
福
音
を
求
め
て
い
る
分

野
へ
夢
を
つ
な
ぐ
研
究
だ
。

▽
眼
科
は
、
他
の
臓
器
と
比

べ
て
、
一
番
臨
床
応
用
が
早

い
と
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

長
年
、
再
生
医
療
の
研
究
を

行
な
っ
て
き
て
常
に
感
じ
る

の
が
、
研
究
を
臨
床
に
応
用

す
る
場
合
の
法
整
備
の
遅
れ

や
申
請
許
可
に
か
か
る
時
間

の
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

研
究
の
ス
ピ
ー
ド
と
そ
れ
を

運
用
す
る
国
家
の
枠
組
み
の

変
革
の
ス
ピ
ー
ド
の
ず
れ
で

あ
る
。
日
本
再
生
医
療
学
会

と
し
て
は
、
こ
の
ギ
ッ
プ
の

改
善
を
再
三
、
行
政
に
訴
え

て
き
た
。

▽
今
回
の
受
賞
を
受
け
て
、

そ
ん
な
枠
組
み
を
変
え
る
風

が
吹
い
て
来
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
だ

ろ
う
か
。
国
の
税
収
37
兆
円

に
対
し
、
支
出
が
92
兆
円
の

我
が
国
。
そ
の
う
ち
、
医
療

費
は
、
37
兆
円
と
い
う
時
代

で
あ
る
。
世
界
で
闘
え
る
基

礎
研
究
を
日
本
初
で
臨
床
応

用
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
く

の
患
者
を
救
い
、
そ
し
て
、

そ
の
医
療
自
体
が
日
本
発
の

産
業
と
な
っ
て
い
く
未
来
を

国
家
と
し
て
描
け
な
い
だ
ろ

う
か
。

▽
細
胞
の｢

初
期
化｣

に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
は
生
命
科
学
に
革
命
的
な

進
歩
を
も
た
ら
し
た
。
倫
理

面
で
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
も

多
く
あ
る
が
、
今
こ
そ
、
日

本
の
基
礎
研
究
を
支
え
る
法

な
ど
の
仕
組
み
の
あ
り
方
に

も
革
命
的
な
変
換
を
も
た
ら

し
て
欲
し
い
と
望
む
。

▽
北
里
柴
三
郎
先
生
は
基
礎

と
臨
床
が
１
つ
に
な
っ
て
進

む
医
学
を
建
学
の
精
神
に
掲

げ
て
い
る
。
研
究
か
ら
臨
床

へ
の
応
用
へ
、
我
々
も
一
翼

を
担
い
た
い
。

(

坪
田
一
男

眼
59
回)
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新
病
院
棟
建
設
を
中
核
と
し
た

世
界
に
冠
た
る
総
合
医
学
府
を
目
指
し
て

戸
山

芳
昭(

54
回)

慶
應
義
塾

常
任
理
事

慶
應
大
学
病
院
経
営
ボ
ー
ド
会
議
議
長

慶
應
義
塾
、我
が
国
、そ
し
て
世
界
に
お
け
る

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
お
よ
び
再
生
医
療
研
究
の
現
状

岡
野

栄
之(

62
回)

生
理
学
教
室
教
授

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
の
最
前
線

先
ご
ろ
京
大
・
山
中
伸
弥
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
含
む
再
生
医
療
の
発
展

は
著
し
い
。
な
か
で
も
慶
應
医
学
か
ら
は
多
く
の
革
新

的
な
研
究
成
果
が
出
て
お
り
、
新
聞
紙
面
等
で
そ
の
活

躍
ぶ
り
を
目
に
す
る
機
会
も
多
い
。
そ
こ
で
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

研
究
と
慶
應
医
学
の
現
状
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る

再
生
医
療
お
よ
び
幹
細
胞
医
学
の
け
ん
引
役
で
あ
る
岡

野
栄
之
教
授
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

���������

(

岡
野
研
究
室
の
研
究
よ
り)

日時：2012年11月29日(木)
午後２時～午後５時30分

会場：北里記念医学図書館2階 北里講堂
言語：日本語・英語

(同時通訳有り)
なお､ 受賞者の講演は質疑応答を含め､ 各70分
を予定しております｡

慶應義塾は､ 1996年から医学・生命科学の
領域において顕著かつ創造的な業績を挙げ
た研究者を顕彰してきました｡ 過去には､
本賞受賞者からノーベル賞受賞者を６名輩
出しており､ 国内の大学において他に類を
見ない顕彰制度です｡

問い合わせ先：慶應義塾医学振興基金事務室
Tel: (03)5363-3609(直通)
Ext: 62377
E-mail: k-msf@adst.keio.ac.jp
URL: http://www.ms-fund.keio.ac.jp/prize/index-j.html

本年の慶應医学賞受賞者は､ 間野博行博士 (自治医科大学 分子病態
治療研究センター ゲノム機能研究部 教授､ 東京大学大学院医学系研
究科 ゲノム医学講座 特任教授)､ Steven A. Rosenberg 博士 (米
国国立がん研究所 (NCI) 外科部門長) の２名に決定し､ 授賞式・受
賞記念講演会を下記のとおり執り行う運びとなりました｡
皆様是非ご参加下さいますようお願い申し上げます｡
なお､ 受賞記念講演会は一般の方・研究者・学生を対象に行います｡

�������	
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授賞式・受賞記念講演会

日時 平成24年11月２日(金) 13時30分～18時00分
場所 慶應義塾大学病院 ２号館 (新棟) 11階 大会議室
主催 慶應医学会
共催 慶應義塾大学医学部
後援 日本学術会議

慶應医学会総会・シンポジウムは､ 今年で第92回目を迎えます｡
今回は､ 免疫統括医療センター開設３周年記念および免疫難病に対
する早期探索的臨床試験拠点整備事業記念シンポジウムを兼ねまし
て､ ｢サイトカインを標的とした免疫難病の治療｣ をテーマとして､
生物学的製剤によるパラダイムシフトをサブタイトルとして掲げ､ 開
催することになりました｡ 企画に際しては､ 日比紀文先生 (慶應義塾
大学医学部内科学(消化器)教授) と竹内 (同内科(リウマチ)) が協議
し､ この分野のエキスパートの先生方を学内外からお招きして､ 御講
演を御願いしております｡
学外からは､ 大阪大学免疫学フロンティア研究センター免疫機能統
御学教授の岸本忠三先生をお招きして､ 特別講演を賜ります｡ IL-6の
発見から､ その臨床への橋渡し研究､ 世界90カ国以上で承認されてい
るIL6受容体抗体トシリズマブの免疫難病にもたらしたインパクト､
さらには､ 生物学的製剤開発の課題や将来展望などをお話しいただく
予定です｡ また､ シンポジストとして京都大学大学院医学研究科内科
学講座臨床免疫学教授の三森経世先生をお呼びいたしております｡ 三
森先生には､ 関節リウマチを初めとするリウマチ性疾患におけるサイ
トカイン阻害療法の現状について､ 京都大学で昨年から始動したリウ
マチセンターの状況も含めご講演いただく予定です｡
学内からは､ 内科学 (消化器) 教授日比紀文先生と皮膚科学教授天
谷雅行先生に講演を御願いしてあります｡ 日比先生には 『免疫異常か
ら見た炎症性腸疾患とその免疫統御療法』 のお話しを､ 天谷先生には
『皮膚免疫難病に対する分子標的療法の現状と未来』 のお話しを戴く
ことになっております｡ 特別講演の岸本先生､ シンポジストの３先生
ともこの領域におけるトップランナーであり､貴重なお話が聞けるも
のと期待しております｡
サイトカインを標的とした免疫難病治療の最新情報を得るのみなら
ず､ その限界や課題､ さらには今後の臨床開発を視野に入れた､ この
領域の展開を知る最良の機会と思いますので､ 奮ってご参加されます
ようお待ちしております｡ (竹内 勤 59回)

第92回 慶應医学会総会･シンポジウム
免疫統括医療センター開設３周年記念シンポジウム
免疫難病に対する早期探索的臨床試験拠点整備事業記念シンポジウム

このたびの山中伸弥先生のノーベル医学・生理学

賞のご受賞､ 共同研究者そして友人としてとても嬉

しく思います｡ 日本人が日本で行った研究成果がノ

ーベル医学・生理学賞の対象となったことも感激で

す｡

今回の受賞のテーマは､ "*for the discovery

that mature cells can be reprogrammed to become

pluripotent*" すなわち､ ｢成熟した細胞がリプログ

ラムされ､ 多能性を獲得することの発見｣ という画

期的な基礎科学的成果であります｡ 共同受賞者は､

完全に成熟した腸管の細胞の核を用いてクローンカ

エルを作り､ 体細胞の初期化の概念を50年も前に提

唱した英国のJohn Gurdon卿です｡ 50年前の研究成

果と僅か６年前に生み出された新技術が共同の受賞

対象になった事は､ 科学の進展を考えても大変興味

深いものがあります｡

このiPS細胞技術を用いた医学応用は､ まさにこ

れからです｡ 加齢黄斑変性症､ 脊髄損傷､ 心筋梗塞

の患者を対象とした再生医療の実践､ アルツハイマ

ー病､ パーキンソン病などの難病の患者さんから作

成したiPS細胞による病態解析や創薬研究に､ 熱い

注目が集められています｡ これこそが基礎・臨床一

体型を標榜する我が慶應医学の出番であり､ 世界を

リードして行くべきではないでしょうか？

私も､ 今回の山中先生のご受賞を弾みとして､ 皆

様とともに､ iPS細胞技術を活用した難病克服に邁

進して行きたいものと､改めて心に誓っております｡

山中先生､祝･ノーベル医学生理学賞受賞
岡野 栄之
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